
酪
農
情
勢
の
厳
し
さ
続
く

令
和
６
年
度

都
府
県
体
型
審
査

（
令
和
７
年
１
月
末
日
現
在
）

後
期
Ｅ
Ｘ
頭
数
１
９
６
頭

前
年
対
比

・
９
％

体
型
調
査
・
Ｓ
Ｎ
Ｐ

体
型
審
査
実
施
状
況

審

査

頭

数

岩
手
県
が
ト
ッ
プ
を
維
持

体
型
審
査
の
安
定
的

継
続
に
向
け
て
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令
和
６
年
度
の
都
府
県
に

お
け
る
体
型
審
査
は
１
月
末

日
を
も
っ
て
全
て
の
日
程
が

終
了
し
た
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
の
牛
群
審
査
は
、

都
府

県
で
６
８
６
４
頭
（
前
年
７

３
９
１
頭
）
を
実
施
し
、
前

年
よ
り
５
２
７
頭
減
少
し

た
。
長
引
く
令
和
の
酪
農
危

機
の
渦
中
に
お
い
て
、
審
査

受
検
農
家
の
減
少
や
受
検
控

え
が
大
き
く
影
響
し
、
前
年

対
比

・
９
％
の
厳
し
い
結

果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ジ
ャ

ー
ジ
ー
種
の
審
査
は

頭

（
前
年

頭
）
、
ブ
ラ
ウ
ン

ス
イ
ス
種
の
審
査
は
７
頭

（
前
年
と
同
じ
）と
な
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
影
響

し
、
牛
群
審
査
は
３
年
連
続

で
戸
数
・
頭
数
と
も
に
実
績

が
減
少
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
令

和
元
年
度
と
の
比
較
で
は
審

査
戸
数
・
審
査
頭
数
と
も
に


％
に
ま
で
減
少
す
る
結
果

と
な
っ
た
。

　
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
都
府

県
別
審
査
頭
数
で
は
、
岩
手

県
が
１
１
３
９
頭
（
前
年
１

２
４
２
頭
）
で
最
も
多
く
第

１
位
と
な
っ
た
。
な
お
、
前

年
に
引
き
続
き
１
千
頭
の
大

台
を
超
え
た
の
は
岩
手
県
の

み
で
あ
る
。
次
い
で
、
群
馬

県
５
４
７
頭
（
前
年
５
６
６

頭
）
に
、
熊
本
県
４
８
８
頭

（
前
年
５
７
３
頭
）が
続
き
、

群
馬
県
が
熊
本
県
を
上
回
り

２
位
の
審
査
頭
数
と
な
っ

た
。
以
降
は
第
４
位
千
葉
県

３
５
６
頭
（
前
年
４
０
８

頭
）
、
第
５
位
岡
山
県
２
９

２
頭
（
前
年
２
６
９
頭
）
と

な
り
、
上
位
５
県
で
都
府
県

全
体
の

％
を
占
め
る
。
こ

れ
に
前
年
か
ら
順
位
を
一
つ

下
げ
た
栃
木
県
２
９
１
頭

（
前
年
３
５
７
頭
）が
続
き
、

１
頭
の
差
に
よ
り
岡
山
県
が

ト
ッ
プ
５
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す

る
結
果
と
な
っ
た
。
長
引
く

厳
し
い
酪
農
情
勢
下
に
お
い

て
、
体
型
審
査
を
継
続
し
て

実
施
い
た
だ
い
た
受
検
農
家

を
は
じ
め
、
支
部
・
承
認
団

体
と
関
係
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
改
め
て
お
礼
申
し

上
げ
た
い
。

　
一
方
、
後
代
検
定
材
料
娘

牛
及
び
同
期
牛
の
体
型
調
査

は
、

府
県
の
協
力
に
よ
り

７
７
４
戸
を
訪
問
し
、
材
料

娘
牛
１
５
４
５
頭
、
同
期
牛

６
３
６
２
頭
、
計
７
９
０
７

頭
（
前
年
７
５
６
０
頭
）
の

体
型
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。

事
業
の
拡
充
に
よ
り
計
画
頭

数
が
前
年
度
よ
り
１
４
４
０

頭
増
加
し
た
９
０
０
０
頭
と

な
っ
た
こ
と
で
、
実
施
頭
数

は
前
年
よ
り
増
加
し
た
が
、

計
画
対
比
で
は
１
０
９
３
頭

の
未
達
と
な
っ
た
。加
え
て
、


月
に
国
内
初
の
ラ
ン
ピ
ー

ス
キ
ン
病
が
福
岡
県
・
熊
本

県
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、

福
岡
県
の
審
査
が
全
面
中
止

と
な
り
、
熊
本
県
に
お
い
て

も
一
部
の
地
域
で
中
止
と
な

っ
た
こ
と
が
拍
車
を
か
け
、

体
型
調
査
は
予
定
頭
数
の
確

保
に
至
ら
ず
終
了
と
な
っ

た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
後
期
か
ら

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｓ
Ｎ

Ｐ
体
型
審
査
は
、
ゲ
ノ
ミ
ッ

ク
評
価
の
信
頼
度
向
上
の
た

め
、
国
内
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
済

み
で
体
型
審
査
デ
ー
タ
を
持

た
な
い
雌
牛
（
初
産
か
ら
３

産
ま
で
）
を
対
象
と
し
て
、


都
府
県
の
協
力
に
よ
り
４

４
９
戸
で
２
２
９
９
頭
（
前

年
１
１
４
６
頭
）
の
体
型
デ

ー
タ
を
収
集
し
た
。
今
年
度

か
ら
事
業
期
間
が
通
年
と
な

り
計
画
頭
数
が
前
年
度
の
約

２
倍
と
な
る
２
３
２
８
頭
に

拡
充
さ
れ
た
な
か
、
概
ね
計

画
通
り
の
実
績
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
な
お
、
体
型
調
査
は
未
達

頭
数
の
解
消
に
向
け
た
臨
時

の
追
加
調
査
を
３
月
に
茨
城

県
・
群
馬
県
・
鳥
取
県
・
熊

本
県
そ
れ
ぞ
れ
の
協
力
に
よ

り
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い

る
。

　
牛
群
審
査
と
体
型
調
査
、

Ｓ
Ｎ
Ｐ
体
型
審
査
の
合
計
で

は
、
岩
手
県
が
２
３
３
８
頭

（
前
年
２
４
２
９
頭
）
で
最

も
多
く
第
１
位
。
次
に
熊
本

県
が
１
８
４
２
頭
（
前
年
２

１
７
９
頭
）
で
第
２
位
と
な

っ
た
。
第
３
位
は
群
馬
県
１

６
３
６
頭
、
第
４
位
は
栃
木

県
９
５
７
頭
、
第
５
位
に
千

葉
県
７
７
４
頭
が
続
き
、
ト

ッ
プ
５
に
は
前
年
と
同
じ
顔

ぶ
れ
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。

以
降
は
第
６
位
鳥
取
県
、
第

７
位
宮
崎
県
、
第
８
位
愛
知

県
、
第
９
位
岡
山
県
、
第


位
茨
城
県
が
ト
ッ
プ

入
り

と
な
っ
た
。

　
乳
牛
の
改
良
は
牧
場
の
歴

史
そ
の
も
の
で
あ
り
、
一
旦

断
ち
切
る
と
回
復
ま
で
に
数

世
代
か
か
り
決
し
て
容
易
に

取
り
戻
せ
る
も
の
で
は
な

い
。
引
き
続
き
登
録
・
審
査

・
検
定
の
継
続
と
自
動
登
録

に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
、
体
型

審
査
の
実
施
並
び
に
日
本
ホ

ル
協
が
提
供
す
る
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ

Ｕ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

Ｗ
ｅ
ｂ
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
有

効
活
用
に
よ
り
、
優
良
後
継

牛
並
び
に
生
産
基
盤
の
確
保

に
よ
る
安
定
的
な
酪
農
経
営

に
向
け
、
会
員
の
ご
尽
力
に

期
待
し
た
い
。

　
都
府
県
で
審
査
得
点

点

以
上
（
エ
ク
セ
レ
ン
ト
＝
Ｅ

Ｘ
）
に
評
価
さ
れ
た
雌
牛
を

左
表
に
示
し
た
。県
別
で
は
、

岩
手
県
が

頭
で
最
も
多

く
、
次
い
で
熊
本
県

頭
、

群
馬
県

頭
、
岡
山
県
が


頭
、
福
島
県
と
栃
木
県

頭

と
続
き
、

都
府
県
で
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
種
１
９
６
頭
、
ジ

ャ
ー
ジ
ー
種
２
頭
が
Ｅ
Ｘ
と

評
価
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
２

Ｅ

頭
、
３
Ｅ

頭
、
４
Ｅ

６
頭
、
５
Ｅ
２
頭
、
６
Ｅ
１

頭
が
分
娩
更
新
す
る
と
と
も

に
、そ
の
評
価
を
更
新
し
た
。

　
な
お
、
種
雄
牛
別
で
は
分

散
化
の
傾
向
で
、
合
計

頭

の
種
雄
牛
か
ら
Ｅ
Ｘ
が
誕
生

し
て
い
る
。
ト
ッ
プ
に
は
ド

ア
マ
ン
が

頭
、
ク
ラ
ツ
シ

ユ
が

頭
、
ゴ
ー
ル
ド
チ
ツ

プ
９
頭
、
キ
ン
グ
ド
ツ
ク
８

頭
、
モ
ン
ト
レ
ー
並
び
に
ユ

ニ
ク
ス
６
頭
か
ら
誕
生
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
最
高
得
点
で
は
、

岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町
の
吉

原
直
樹
牧
場
所
有
の
「
グ
ラ

ン
デ
イ
ー
ル
　
ナ
ツ
ト
ウ
マ

キ（
Ｅ
Ｘ

―
２
Ｅ
）」と
、

熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町

の
林
田
敏
之
牧
場
所
有
の

「
ス
タ
ー
ク
　
バ
ー
デ
イ
ー

　
Ｂ
　
モ
ン
ト
レ
ラ
　
Ｅ
Ｔ

（
Ｅ
Ｘ

―
３
Ｅ
）
」
が
新

た
に
Ｅ
Ｘ

点
を
獲
得
し
た

ほ
か
、
群
馬
県
吾
妻
郡
高
山

村
の
（
株
）
阿
部
牧
場
所
有

の
「
Ａ
・
Ｆ
・
Ｈ
　
ダ
イ
ア

モ
ン
ド
バ
ツ
ク
　
Ｄ
　
パ
イ

ン
（
Ｅ
Ｘ

―
３
Ｅ
）
」
が

同
点
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
で

３
Ｅ
獲
得
と
な
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
で
岩
手
県
・
今
待
秀

幸
氏
、宮
城
県
・
濱
田
茂
氏
、

同
県
・
佐
藤
克
憲
氏
、
茨
城

県
・
萩
谷
宏
樹
氏
、
栃
木
県

・
植
木
大
貴
氏
、
千
葉
県
・

石
井
智
規
氏
、
福
井
県
・
稲

津
智
沙
都
氏
、
愛
媛
県
・
石

山
雄
紀
氏
、
熊
本
県
・
椎
葉

晃
一
郎
氏
の
９
牧
場
に
お
い

て
、初
Ｅ
Ｘ
牛
が
誕
生
し
た
。

な
お
、
稲
津
智
沙
都
氏
は
福

井
県
内
で
初
の
Ｅ
Ｘ
獲
得
と

な
っ
た
。
長
き
に
わ
た
り
続

け
て
き
た
改
良
努
力
の
成
果

と
優
れ
た
管
理
技
術
に
心
よ

り
敬
意
を
表
し
た
い
。


